
江戸時代半ばから明治30年代にかけて、大坂から瀬戸内海と日本海

の湊(港)を寄港しながら、蝦夷（北海道）を結んだのが「北前船」。

春から夏に、日本海を対馬海流と南からの風で北に、秋にはシベリ

ア高気圧からの北風を利用して南に。

自然の力を利用するための堅牢な船体、波を切り裂く鋭い船首、特

徴的な巨大な一枚帆と巨大な舵。主に米2500俵が積める千石船。

帆走できるため、千石以上の船でも10数人で運航することができた。

情報のない時代に寄港地で売りたい商品を安価で買い、欲しい商品を高価で売る独特の商法

で「１航海千両（現在の１億円）」の利益を上げる、いわば「動く総合商社」的な存在でした。

「北前船ロマン」とは、「北前船」に関わってきた様々な人々や寄港地、そして、

運ばれた物資、情報によって産み出されたロマン(物語)です。

現在の時間と情報が瞬時に流れる時代にこそ、「北前船」に乗って、時間がゆっ

くりと流れ、人情があふれた時代の物語(ロマン)を探す（研究）旅に出ませんか。

2023年4月より、北前船ロマン研究会のＨＰで、連載したロマン（物語）の目次です。

プロローグ 「北前船ロマン研究」の旅に出よう

第１部 北前船の誕生のロマン(歴史編)

－日本の船運に適した地形や気候、北前船誕生までのその歴史的経緯ー

・序 章 船運に適した日本の地形と大自然環境のロマン

・第１章 「遷都」は水運が決め手となったが、京の「都」は1100年間続いた

・第２章 北前船の商いの基礎をつくった近江商人

・第３章 北前船の誕生の伏線となった西廻り航路の整備

・第４章 北前船の誕生

・第５章 北前船の誕生と発展を支えた若狭・越前・加賀国の船主たち

第２部 北前船の活躍のロマン(エピソード編)

ー北前船が活躍したことで生まれた歴史とその影のロマン－

・第６章 北前船による「昆布ロード」－富山と薩摩を結んだロマン

・第７章 水運・海運によって産み育てられた日本一の酒蔵・灘五郷

・第８章 瀬戸内海の潮流の厳しさを味方にした塩飽の人の航海術と造船業

・第９章 兵庫津を北前船の最終寄港の母港とした天然の良港性と北風家の奮闘

・第10章 北前船の母港にも「港都」にもなれなかった「水都」大坂

第３部 北前船と寄港地域のロマン(スポット編)

ー北前船が寄港した地域の自然や歴史から生まれた物資や文化に関わるロマン－

・第11章 なぜ大聖寺藩から多くの北前船船主が誕生し活躍したのか

・第12章 瀬戸内海の特殊構造から誕生した特産物と活躍した英雄
ヒーロー

・第13章 松前藩の誕生と特異な経済基盤、そして背後に迫るロシアの脅威

・第14章 国境の島・択捉島死守のため奮闘した兵庫津の北前船の船主たち

・第15章 明治の近代化を支えた北前船の船主たちとそのロマン（最終章）
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